
 

 

第５回 足立区パラスポーツ推進協議会 会議録 

会 議 名 第５回足立区パラスポーツ推進協議会 

事 務 局 生涯学習支援室 スポーツ振興課 

開催年月日 令和７年３月 28日（金） 

開 催 時 間 午前 10時 00分 ～ 午前 11時 21分 

開 催 場 所 足立区役所 ８階 特別会議室 

区長の出席 有・無 

出 席 者 

会長 

盆子原 秀三 委員 

副会長 

藤後 悦子 委員 

副会長 

植松 隼人 委員 

副会長 

安岡 由恵 委員 
飯ケ谷 美惠委員 鵜沢  勝 委員 

加藤 仁志 委員 蔵津 あけみ 委員 小金井 寛 委員 

齋藤 安江 委員 佐藤 奈緒 委員 鈴木 常義 委員 

戸部 明男 委員 中島  進 委員 羽住 敏久 委員 

原  則子 委員 森澤 美穂 委員  

依田  保 委員 千ヶ崎 嘉彦 委員 馬場 優子 委員 

欠 席 者 

桑原 芳枝 委員 照井 智幸 委員 中村 一昭 委員 

中山 小夜子 委員 西方 雅良 委員  

会議次第 

１ スポーツ施設についてのご意見の報告 

２ 令和６年度パラスポーツミーティングの実施結果の報告と意見交換 

３ 前回協議事項の確認 

４ アクションプランの「各事業詳細の新規事業」の設定 

５ その他 

６ 次回日程について 

配付資料 

・資料１ 足立区パラスポーツ推進協議会委員名簿 

・資料２ スポーツ施設についてのご意見と報告 

・資料３ 第４回パラスポーツ推進協議会 発言の要旨 

・資料４ 足立区パラスポーツアクションプラン（案） 

・資料５ 令和６年度パラスポーツミーティング実施結果の報告 

・チラシ（令和７年度障がい者スポーツ活動助成金・障がい者運動教室） 

そ の 他 
傍聴人：有・無 

その他の参加者：有・無 
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（審議経過） 

＜村本スポーツ振興課長＞定刻でございますの

で、ただいまから第５回足立区パラスポーツ推進

協議会を開催させていただきます。 

 本日は、お忙しいところご出席いただきまして、

誠にありがとうございます。 

 私は、スポーツ振興課長の村本と申します。審

議が始まるまでは私のほうで司会進行を務めさ

せていただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 本日は、委員 26名のうち 20 名の委員にご出席

いただいておりますので、定足数である過半数を

満たしており、本協議会は成立しております。 

 本協議会は条例で公開を原則としており、会議

記録はホームページ等で公開させていただきま

す。会議記録を正確に作成するため、皆様のご発

言を録音させていただいております。 

 前回の第４回パラスポーツ推進協議会の議事

録案について事前に郵送させていただいており

ますが、内容の修正がございましたら、お手数で

すが４月 11 日までに事務局までお申し出くださ

い。 

 ご発言の際は、恐れ入りますが、挙手をお願い

いたします。お名前をお呼びいたしますので、お

手元のマイクのスイッチを押して発言をお願い

いたします。ご発言が終了しましたらスイッチを

お切りください。マイクのスイッチ操作について

は、近くの係員がサポートさせていただきますの

で、お声がけいただければと思います。 

 なお、本日は傍聴の方が１名いらっしゃってお

ります。 

 公開はいたしませんが、記録のため写真撮影を

させていただきますので、ご了承いただければと

思います。 

 審議に入る前に、おわびと訂正がございます。 

 １点目ですけれども、令和６年９月 30 日に開

催いたしました第３回協議会の冒頭に、当日ご欠

席の都立足立特別支援学校校長の鈴木委員を、４

月より人事異動により新たに委員となった旨、ご

案内をいたしました。しかし、この内容は誤りで

ございまして、鈴木校長先生は昨年度以前より足

立特別支援学校の校長を務められており、第１回

から委員でいらっしゃいました。誤ったご案内を

行い、大変申し訳ございませんでした。訂正をさ

せていただければと思います。 

 ２点目ですけれども、事前にお送りいたしまし

た次第では、先日、３月 18 日に行いましたパラ

スポーツミーティングの内容報告と意見交換に

ついて、最後の「その他」のところでご議論いた

だく予定でしたが、盆子原会長とも事前に相談さ

せていただきまして、次第２に変更させていただ

きたいと思います。パラスポーツミーティングの

内容について皆様でご議論いただき、アクション

プランにも反映していきたいと考えております。

訂正した次第とパラスポーツミーティングの実

施結果の報告を資料５として机上配付させてい

ただきました。 

 ３点目です。事前にお送りしております資料２

の内容に誤りがございました。誤りの箇所は、２

ページ目のトイレの照明に関する内容です。訂正

した資料を、本日、机上に配付させていただきま

した。内容は後ほどご説明いたします。 

 そのほか、新年度の助成金のチラシと障がい者

運動教室のチラシを机上に配付させていただき

ました。 

 それでは、ここからは具体的な審議に移ります。 

 盆子原会長、進行をよろしくお願いいたします。 

＜盆子原会長＞盆子原でございます。よろしくお

願いいたします。 

 年度末の本当にお忙しい中、また、本日は足元

が悪い中お集まりいただきまして、誠にありがと

うございます。 

 今回が第５回目の会議となります。会が発足い

たしまして１年となります。第１回目のリタさん

からのお言葉ではありますけれども、委員の皆様

方が同じ船に乗っているという共通の認識の下、

障がい者のスポーツの実施率向上のために、アク

ションプランのイメージづくりから始まった次

第であります。前回の会議では、それを実行する

ための４つの施策の柱が出来上がりました。そし

て今、より具体的な策を構築している段階でござ

います。 

 先日、実施されましたパラスポーツミーティン

グにおいて、多くの方がお集まりいただきました。

一人一人が積極的に話合いに参加していただき

ました。もっとよくしたいという気持ちが皆さん

で共有できたと改めて感じました。もっとやるべ

きことがあり、チャレンジすることがあります。

今まで以上に皆様方の経験やアイデア等、より一

層のご意見を賜りますように、よろしくお願いい

たします。 

 

１ スポーツ施設についてのご意見の報告 

 

＜盆子原会長＞それでは、本日の審議に入ります。

次第の１番「スポーツ施設についてのご意見の報

告」について、事務局より説明をお願いいたしま

す。 

＜村本スポーツ振興課長＞それでは、私からご説

明させていただきます。 

 事前にお送りしました資料２の「スポーツ施設

についてのご意見と報告」をご覧いただければと

思います。本日差し替えさせていただいた資料で

すが、大丈夫でしょうか。 

 前回の協議会で委員の皆様から頂戴しました

ご意見を区で検討いたしました内容について、ご
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報告いたします。 

 １つ目についてですが、「プールにおむつが取

れない子が全く入れなくて、多少おむつが取れて

いない人も入れるようなプールがあるといい」と

のご意見を頂戴いたしました。 

 ご意見を頂きましてスイムスポーツセンター

で実施しております年２回のプールの水の入替

え作業の前のプール休業日に、おむつが取れてい

ない方の限定利用が可能であるかどうか検討い

たしました。 

 プールの水抜き作業は、プールの休業日を短く

するために、営業再開の日から逆算して工程を組

んでおり、休業日前日の営業終了後からプールの

水を抜き始めております。そのため、プール休業

日初日の午前中に、おむつが取れていない方の限

定利用は時間的に難しいとの結論に至りました。

誠に申し訳ございません。東京都障害者総合スポ

ーツセンターの利用条件をご確認いただきまし

て、同センターを利用していただきたく存じます。 

 続きまして、裏面になりますけれども、「総合

スポーツセンター２階のトイレが節電で、照明が

いつも消されている。ロービジョンの人は明るい

と見えるが、暗いと見えなくなってしまう」との

ご意見を頂戴いたしました。 

 総合スポーツセンターに状況を確認しました

ところ、１階フロアと３階フロアは利用者が多い

ため、１階と３階のトイレは開館から閉館まで常

時点灯しておりましたが、２階フロアは１階と３

階に比べて利用者がやや少ないため、開館後に照

明の点灯はせず、利用者の方に点灯のスイッチを

入り切りしていただいておりました。今後は、視

覚障がい者の方が２階フロアを利用する際には、

２階のトイレと付近の廊下の照明を施設職員が

点灯するようにいたします。 

報告は以上でございます。 

○盆子原会長 ご説明ありがとうございます。 

 前回の会議で幾つかの問いかけがありました

が、まず、この２つの点についての回答でござい

ます。 

 何かご意見やご質問がございましたら挙手を

お願いいたします。 

＜佐藤委員＞親の会の佐藤です。 

 前回、プールのことを発言させていただきまし

て、それに対していろいろと区のほうでもあちこ

ちに聞いていただいて調べていただきまして、あ

りがとうございました。 

 結果的に区内では入れないということなので

すけれども、特別支援学校ではプールの授業はや

っていただいていましたし、福祉施設でも、他区

で施設内に―屋外のプールですけれども―

プールがあるところは、もちろん利用者さん皆さ

んが入られていて、うちの福祉園でも他区のほう

に借りに行って入らせてもらうということを最

近やっているということでしたので、もちろん東

京都のほうにしっかりした施設はあるのですけ

れども、やはり区内に誰でも使えるようなプール

があるといいなということは改めて感じました。

この問題も共有していただいて、いろいろと調べ

ていただいてありがとうございました。 

＜村本スポーツ振興課長＞区内のスイムスポー

ツセンターさんのほうにも検討させていただい

たのですけれども、なかなか現状難しいというと

ころになってしまいまして、誠に申し訳ございま

せん。東京都の施設をご利用いただくというとこ

ろで、現状はご理解いただければと思います。申

し訳ございません。 

＜鈴木委員＞今、親の会の会長さんからお話があ

ったのですけれども、知的の高等部の学校なんか

では、地域の作業所の方々にプールを開放したり

はしているので、学校の施設、プールなんかを利

用していただけるといいのかなと思ったのが１

つと、おむつが取れていない方々というのは水深

が深いとかなり危険なので、水深の浅いプールと

いうのは、高等部があるような知的の特別支援学

校では持っていませんので、そこら辺を少し考え

ていけば、都立の学校の施設を活用していただけ

ればいいかなというふうには思いました。以上で

す。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

＜安岡副会長＞安岡です。 

 私、特別支援学校のプールで使用しているおむ

つの状況が分からなかったので、今ちょっとググ

ってみたのですけれども、プール用のおむつとい

うのは水遊び用のおむつとは別に設定されてい

るようですね。ラテックス製で、便が万一漏れて

も、それが水の中に漏れないようなプール用のお

むつというのがあって、そこそこ大きい、中学生

以上のお子さんとかでも使ってもらえるぐらい

のサイズまでは―ちょっと高額ですけれども

―あるようです。 

 今回の議論が、もし水遊び用のおむつを前提に

したものであれば、前提が異なりますので、こう

いった便が漏れないタイプのおむつを着用して

使用することができるのかどうかという視点で

もう一回調査していただけると、二度手間になっ

て申し訳ないですけれども、おむつが取れてない

お子さんの活動の機会が広がるのかなと思いま

した。 

＜村本スポーツ振興課長＞そこは持ち帰りとい

う形にはなってしまうのですけれども、便が漏れ

ないおむつのやり方というところですかね。持ち

帰りで検討させていただく形にはなりますけれ

ども。すみません。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 では、原委員。 

＜原委員＞視覚障がい者のサウンドテーブルテ
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ニスというクラブをやっています原と申します。 

 今、足立区の方からご報告がありましたように、

私どものほうで、暗いのでスイッチが分からなく

て困っている方がいるのでお願いしましたら、と

ても早く今回は、私が要望を出して 1週間ぐらい

で、私のところまで直接お見えになって、ちゃん

とプレートも貼って、「ここは消さないでくださ

い」としっかり、知らない人が癖で消してしまう

人もいらっしゃるので、それを消せないように、

ボタンを押さないように、ちゃんとコメントを書

いたものをしっかりプレートを貼っていただい

て、今は毎週水曜日に快適に、行くと必ずついて

いますので助かっています。ありがとうございま

した。お礼です。 

＜盆子原会長＞そのほか、ご意見がございません

でしょうか。 

 

２ 令和６年度パラスポーツミーティングの実

施結果の報告と意見交換 

 

＜盆子原会長＞では、なければ続いて、次第２の

令和６年度パラスポーツミーティングの内容報

告と意見交換について、事務局から説明をお願い

いたします。 

＜村本スポーツ振興課長＞それでは、資料５の

「令和６年度パラスポーツミーティング実施結

果の報告」をご覧ください。 

 １の実施日時・場所、２の開催目的、３のミー

ティングのテーマ、４のプログラムについては記

載のとおりでございます。 

 ６、グループワークで出た意見ですけれども、

（１）必要な情報が関係者に届いていない。（２）

一緒に活動できる仲間や信頼できる仲間をもっ

と増やしたい。（３）今回のように様々な関係者・

支援者が集まってコミュニケーションを取れる

機会をもっと増やしたいとの意見が出ました。 

 パラスポーツ専門家、リタ・ファン・ドリエル

さんからのアドバイスとしましては、（１）イン

クルーシブなスポーツ活動に多くの人を巻き込

むのがよい。（２）多くの人が集まれば、コミュ

ニケーションが生まれる。そうすると、各々がも

っといろいろな活動をしたいと思うはずである。

（３）パラスポーツの推進には、課題も多いが、

解決策も多いはずである。多くの人が集まり互い

に関係性を作ることが大切であるとのアドバイ

スがありました。 

 また、参加者の皆様にご協力いただきましたア

ンケートの結果ですけれども、設問１としまして

は、「グループディスカッションの内容は、ご自

身や所属団体の活動に活かせる内容でしたか」と

いう質問につきまして、「活かせる」とお答えい

ただいた割合が 86％、設問２の「他の関係者との

意見交換や顔の見える関係作りに役立つ内容で

したか」という質問に対しては、「活かせる」と

お答えいただいた割合が 85％、設問３「次回、同

様の企画があった場合にご参加を希望しますか」

という質問に対して、「ぜひ参加したい」「参加

を検討したい」の割合が88％となっております。

設問４「自由意見」としてお伺いいたしましたけ

れども、「とてもいい内容であった」というご意

見を多数頂いた一方、「グループディスカッショ

ンのグループの人数が多い」「時間が短い」など

のグループディスカッションのやり方について、

ご意見を多数頂戴いたしました。 

 私からの説明は以上でございます。 

＜盆子原会長＞ご説明ありがとうございます。 

 それでは、今の説明についてご意見やご質問な

どございますでしょうか。挙手をお願いいたしま

す。 

 それでは、ないようですので、参加された方の

ご感想などお伺いしたいと思っております。 

 もしよろしければ、鵜沢委員、お願いいたしま

す。 

＜鵜沢委員＞ありがとうございます。私、当日参

加させていただきました知的障がい者サッカー

クラブ、スポーツクラブを運営しています鵜沢と

いいます。よろしくお願いします。 

 当日参加者等はこの資料にあるとおりでした。

３グループに分かれてディスカッションをさせ

ていただきました。当日はリタ・ファン・ドリエ

ルさんを迎えての会でした。参加者は、障がい者

福祉に関わる人やパラスポーツに関わる人、パラ

スポーツ指導者、パラアスリート当事者の方、

様々なジャンルで活躍している方が参加してい

ました。 

 副区長の挨拶から始まりまして、東京オリ・パ

ラ後、日本でのパラスポーツの普及や認知度は大

きく変化したとの報告がありました。ですが、ま

だまだ道半ば。今後も日本・東京・足立区のレガ

シー事業として確立し、今後いかにして一過性の

もので終わらせずに、今年の東京デフリンピック

につなげ、その後もスポーツを通して共生社会の

確立をしていくのか、ということを参加者がそれ

ぞれグループに分かれてディスカッションしま

した。各地域の課題や問題点を挙げ、その課題を

解決していくためには何が必要なのかを話合い、

グループごとに発表を行いました。その結果がお

手元の資料のとおりです。 

 やはり同じような課題が浮き彫りになりまし

た。それは皆さんが既にご承知のとおり、指導者

の問題、資金の問題、ボランティアや関わる人の

不足の問題でした。 

 結論は私のグループも曖昧だったのですけれ

ども、リタさんが常々おっしゃっているとおり、

取りあえず私たち一人一人が思ったこと、感じた

ことを行動し、声を上げ、一人一人がゲームチェ
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ンジャーであることが何よりも大事。リタさんが

常々口にしている「失敗を恐れずにやってみる。

「Do it」の精神が不可欠である」ということで

した。そして、もっともっとスポーツコンシェル

ジュの利用者が増えるように、私たちがその存在

を発信していくことが大事なのだということで

した。 

 リタさんが「また来日した際に、足立区のスポ

ーツを通して共生社会の実現が今よりも前進し

ているということを楽しみにしています」という

ことでした。以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 以前から鵜沢委員は、いわゆるスポーツコンシ

ェルジュとの協力体制というのは非常に重要だ

という話をなさっておられました。本当にそうだ

と思っております。ありがとうございます。 

 次でございますけれども、小金井委員からお願

いいたします。 

＜小金井委員＞KIT クラブの小金井と申します。 

 先日のパラスポーツミーティングですが、私は

後半のワークショップ、付箋をホワイトボードに

貼って、大勢の皆さんの思いのままのご意見が出

て、集約するといろいろと、その筋のものとして

共通するものがこうなのだなと実感できたので

すけれども、非常にその点が参考になったと感じ

ております。以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 それでは次に、原委員、よろしいでしょうか。 

＜原委員＞サウンドテーブルテニス、視覚障がい

者の卓球をやっています当事者です。 

 当日、３グループに分かれてミーティングはと

てもよかったのですけれども、ちょっと人数が多

かったのと、隣のグループの声が聞こえたり、自

分のグループの司会の方が一生懸命まとめてい

るのがちょっと聞き取りにくかったりしたこと

は感じましたけれども、流れとしては、みんな参

加型で、「メモに書いてください」ということで、

「こういう問題があるんです」ということを書い

たり、こういうふうにしたらいいんじゃないかと

いうメモを書き出してグループごとのミーティ

ングができて、この会議と違う参加者の方の自己

紹介を伺いますと、スポーツ指導員の方がいっぱ

いいらっしゃって、私たち、僕たちは、いろいろ

なボランティアをしたいと思っているんだけれ

ども、どこで何をやっているか分からないので、

情報公開かな、そういうのがとても欲しいという

発言は３グループとも出ていました。 

 当事者の私たちもやっているのですけれども、

私たちのやっているスポーツが足立区内にどれ

だけ認知されているかなということと、普及する

にはどうしたらいいのかなということは、いつも

悩んでいるところなのですけれども、いろいろな

意見が出ていました。ホームページに活動日とか、

そういうのを掲載したらどうかとか、いろいろ前

向きなことが出ましたけれども、詰めまでいかな

かったように感じますので、ああいう会議はとて

もすばらしいと思いましたので、今後も引き続き

ああいうふうに、会議じゃなくて、本当にミーテ

ィングという感じで道が開けるかなということ

を感じたので、ぜひ継続してできたらと思いまし

た。 

 簡単ですけれども、感想でございます。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 共通の認識をみんなでしっかりと、その上での

解決策に至れば非常にいい会議になるのかなと

思っております。ありがとうございます。 

 次に、羽住委員からお願いいたします。 

＜羽住委員＞スポーツ推進委員会の羽住です。 

 今回のパラスポーツミーティング、以前から何

回かやって、今回パラスポーツミーティングとい

う名称で初めて行われたわけですけれども、以前

は６つの地域に分かれてやっていたのを、今回は

２つのブロックが一緒になって行ったというこ

とで、ちょっと人数が多かったのかなという気は

しております。 

 私は、藤後さん、鵜沢さんがコーディネーター

でお二人いたところのグループにスポーツ推進

委員として入ったわけですけれども、今回、参加

者はいろいろな方がいました。こういった団体も

あるのかということで、改めて福祉というか、障

がい者の団体とか、そういうものはいろいろなも

のがあるのだなというのが発見できたなという

こと。それから、それぞれにいろいろな要望があ

るんだなというところも分かりました。 

 また、障がい者の方々からは、区でやっている

イベントだとか、そういうのが伝わり切れていな

い。それから、施設とかもどうやって利用したら

いいのとか、そういった不安な要素がいっぱいあ

るということがよく分かりました。 

 先ほど鵜沢委員もおっしゃったとおり、オリ・

パラレガシーでつくられたスポーツコンシェル

ジュ、これの活用が一番いいのかなということで、

グループの中で意見が出たのかなと思っており

ます。スポーツコンシェルジュの存在すら知らな

いという方もいらっしゃいました。今、お一人で

やられているということですが、オランダでは１

年ごとに１名ずつ増えていったということで、６

年目には６名という話もありましたけれども、ぜ

ひ足立区でもどんどん増強していただいて、今は

受け身の態勢みたいな感じなのですけれども、今

後は情報発信の機能も持っていっていただける

といいかなということが、今回のミーティングで

分かったなというところで、参加させていただい

てありがとうございました。以上です。 

＜盆子原会長＞貴重なご感想を頂きましてあり

がとうございます。 
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 それでは、安岡委員からお願いいたします。 

＜安岡副会長＞当日ご参加くださった皆さん、あ

りがとうございました。 

 ３つの班に分かれて行いましたグループディ

スカッションですが、私、そのうち１つのコーデ

ィネーターを務めさせていただきました。グルー

プワークというには、人も多いし、時間も少なか

ったので、その場で結論を出すというか、具体的

な解決策を考えるということは、私のグループで

はやりませんでした。 

 代わりに何をしたかというと、いろいろな人が、

いろいろな立場で、いろいろな課題に向き合って

いる一方で、いろいろな形でそれを解決する方法

を持っている可能性があるということを、お互い

に知り合うということを目標にして議論を進め

ました。 

 その結果、課題として大きく４つ挙げられまし

て、共通してこのテーマというのが、要は、誰に

でも、いつでも気軽にスポーツを楽しむ環境をつ

くりたいということに対しまして、場所がまずな

いですね。そして場所が仮にあったとしても、そ

こまでの輸送の方法がないというのが、まず１つ

目の大きな問題。その中には、危ないといって使

用を断られるような施設があったりとか、どんな

スポーツがそもそも該当している方―障がい

のある方にできるかという、どういうバリエーシ

ョンがあるのかという選択肢を把握できないと

いうようなことも含まれていました。 

 それから、指導者に関する問題で、「指導員が

いらっしゃる一方で、指導してくれる人がいない

んです」という問題。マッチングの問題があるな

ということ。 

 それから、「場所も指導者もあるんです。だけ

ど利用してくださる方にアプローチできないん

です」という問題を抱えていらっしゃる方たちも

いらっしゃいました。 

 あとは、「場所はあります。どう活用していい

かが分からないんです」というご意見をくださっ

た方もいらっしゃいました。大きく分けて、この

４つが課題として挙げられました。 

 そして結局、私どものグループの中では、たま

たまですが、東京ヴェルディで障がいのある方た

ちの指導をされているコーチがいらっしゃいま

して、「場所もあります。私たちのようなコーチ

もいます。だからぜひ選択肢の一つとして活用し

てください」、これは一つの具体的な解決策でし

た。 

 こういった形のワークショップ、それからいろ

いろな人たちと意見を交換する場というのは非

常に重要だということを認識された方が多かっ

たです。地域内でこういう機会をたくさん持つこ

とができれば、自分たちの中で解決策を探してい

くことができる。そのためには、こういう機会は

1 回だけじゃなくて、もっとたくさん開いてほし

い。そうすればネットワークを構築することで解

決できることが増えていくんじゃないかという

ご意見を頂きました。 

 そして行政に対しても、今までは漠然と「こう

いう困り事があるので何とかしてください」とい

うお願いの仕方しかできなかったのが、ネットワ

ーキングを通じて問題が具体化することで、もっ

と具体的な要望として行政に要望を伝えられる

ようになってくるんじゃないかというようなこ

とをおっしゃっていた方もいらっしゃいました。 

 ですので、今回の経験というか機会が、もっと

具体的な解決方法を探していけるような形で発

展していけると、非常に有効な解決方法になって

いくのではないかなと感じました。 

 私から以上です。ありがとうございました。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 本当に立場が違えば、いろいろな方の思いがあ

る。その中でどうやって解決をしていくか、みん

なでチャレンジしていくかというところ、そうい

ったところは非常に重要だなと感じました。あり

がとうございます。 

 次に、藤後委員からよろしくお願いいたします。 

＜藤後副会長＞東京未来大学の藤後です。 

 簡単にご報告させていただきます。ですが、も

う既に概要も含めてご説明いただいていますの

で、ちょっと違う視点からお話しできればと思い

ます。 

 まずはグループワーク等の進め方ですけれど

も、私としては、内容というか、手続としてはす

ごくよかったと思います。すなわち最初に個々人

の作業として、問題点であったり、工夫したい点

というものをシートに書き出して、その後に小集

団―小集団というか大集団になっちゃいまし

たけれども―に移っていくというプロセスは、

大変よかったと思っています。 

 ただ一方で、先ほどからご指摘がありましたけ

れども、少し人数が多かったですので、貼ってい

ただいたものをまずグルーピングするのが大変

でした。私のグループは鵜沢委員にすごく助けら

れた次第です。ですので、繰り返しになりますけ

れども、やはりグループのサイジングということ

は今後の検討事項であるとは思います。 

 グループディスカッションが始まるとすぐに、

困り事に対して皆さん方、参加者の方々からいろ

いろな解決方法をご提案いただきました。羽住委

員もその場で「個々に伝えたらいいよ」であった

り、「こういう方法があるよ」ということをお話

しいただきました。あのアドバイスはすごく貴重

だったと思うのです。ですので、まさに皆様方自

身が解決策を持っている。先ほどネットワーキン

グの話もありましたけれども、対面で話し合う機

会をいかに保障できるかということは、一つ重要
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なことだと思います。 

 もう一つ印象に残ったのが、広報の仕方です。

もちろんインスタを使いながらであったり、「あ

だち広報」の中でもパラスポーツのセクションな

どをつくるというご提案も頂きました。いろいろ

新しいアイデアとともに、鵜沢委員からお話しが

あったのですけれども、「ともかく身近な人に３

人目指して声をかけていこう」という具体案があ

りました。実はこの口コミというのが、すごく重

要だと思っています。いかによいイベントがあっ

たとしても、それがどれくらい楽しいか、どれく

らい意義があるかということを信頼している人

から伝えてもらうことが、その後の汎用性につな

がっていくかなと思っています。 

 最後に、今後課題というか、発展して考えられ

るかなと思うことを３つお話しいたします。 

 まず１つ目は、いろいろな方がお集まりいただ

いていましたので、そもそもその方々がどんな活

動をしているのか、活動紹介みたいなものがあっ

てもいいのかなと思いました。５分程度で構わな

いと思うのです。どのような活動をしているかと

いうことが分かれば、お互い紹介もしやすいのか

なと思うのが１点目。 

 ２点目は、今後グループディスカッションをす

る際に、今回はパラスポーツミーティングという

ことで、第１回目であれば問題ないと思うのです

けれども、次は例えばテーマごとに分けて小グル

ープをつくっていただくというのも１つの方法

だと思います。 

 そして３つ目は、今後継続的に開催していくに

当たり、対面での開催が難しい場合、例えばチャ

ットのグループなどがあったりすると、「こうい

うことを困っているんだけれども、どんな方法が

あるかな」というような簡易的にお互い相談し合

えるようなツールもあるといいのではないかと

思いました。以上でございます。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 今後に向けての幾つかの課題を提示いただき

ましてありがとうございます。 

 私も今回初めて出席をさせていただきまして、

総勢 54 名でしたか、夜遅くまで非常に活発に討

論なさっていたのですごいなという感じがしま

した。交流の場としては、頻繁に行うことは非常

によいことだと感じます。 

 ただ、ちょっと惜しかったなと思ったのは、そ

の場のグループの中で LINE 交換とか情報網がで

きていたら、またフィードバックできたかなとい

う感じはいたします。専用のといいますか、そう

いう情報を得るところで、みんながそこに集中で

きるといいますか、集うようなメディアがあれば

なと感じました。 

 もう一つは、前回のテーマでどんなことが話し

合われたのだろうかなというところ、それによっ

て次のテーマを投げかけるというか、そのために

は今回皆様が付箋で一つ一つ書いておられたも

のをもう一回見直していって、それについてどう

いうふうな傾向があるのかという一つ一つをも

う一回まとめて、またそれを発信していくように

できたら、いわゆるステップアップできるような

会になるんじゃないかなという感想です。本当に

ありがとうございました。 

 以上で、なければ次に行かせていただきますが。 

＜加藤委員＞足立区ろう者協会の加藤です。 

 パラスポーツミーティングについて、私は何も

情報がなくて、実は２月９日、全日本ろう者空手

大会の試合がありました。聞こえる人も聞こえな

い人も混じっています。ろう者だから危ないとい

うことはなくて、きちんと正しく空手をやりまし

た。それはとてもいいことだと思いました。 

 課題もいっぱいあります。今お話を聞いたパラ

ミーティングについて、私も参加できればよかっ

たな、残念だなと思いました。個人の申込みで連

絡を待つという方法なのでしょうか。もし早めに

連絡いただければ、ぜひ出席したいと思います。

これは申込み方法だったのですか。それとも、そ

ちらからの要請ですか。 

＜村本スポーツ振興課長＞区のほうから、メール

で依頼文を出させていただいたところでござい

ます。 

＜加藤委員＞私のほうには来ないということで

すよね。 

＜村本スポーツ振興課長＞加藤会長にもお送り

したのですけれども、当日、ほかの用事があると

いうことでお聞きしているところでございます。 

＜加藤委員＞後で、事務所で確認します。よろし

くお願いします。 

＜盆子原会長＞それでは、確認をお願いします。 

 

３ 前回協議事項の確認 

 

＜盆子原会長＞続いて、次第３の「前回協議事項

の確認」について、事務局から説明をお願いいた

します。 

＜村本スポーツ振興課長＞それでは、資料３の

「第４回パラスポーツ推進協議会発言の要旨」を

ご覧いただければと思います。お手元にございま

すでしょうか。大丈夫でしょうか。 

＜盆子原会長＞資料のない方、挙手をお願いいた

します。 

＜村本スポーツ振興課長＞ほかの皆様、いかがで

しょうか。 

 それでは、よろしいでしょうか。 

 前回の審議では、アクションプランの各事業詳

細の新規事業につきまして事務局からご説明し

て、委員の皆様からご意見を頂戴いたしました。 

 １の「各活動主体別の情報連絡体制の構築（新
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規）」では、情報発信したいが、なかなかできな

い旨のご発言がありました。 

 ２の「既存施設へのユニバーサルデザイン導入

（改修時もしくは随時）（新規）」については、

先ほどご説明いたしました、おむつが取れない方

のプール利用ですとか、弱視の方のトイレ利用に

ついてご意見がありました。 

 ３の「障がいに理解のあるサークル等の区ホー

ムページでの紹介（新規）」では、情報を受け取

る方を意識して、ホームページを作成するのがよ

いとのご意見がありました。 

 ４の「障がいのある方への移動サポート制度

（協議会で検討）」では、大学生のボランティア

の話が出ましたが、学識委員から簡単ではないと

のご意見がありました。また、ガイドヘルパーな

どの支援者が足りていないとの話も頂きました。 

 そのほか、委員の皆様から多くのご意見を頂戴

いたしました。 

 私からは以上でございます。 

＜盆子原会長＞ご説明いただきましてありがと

うございます。 

 前回の皆様方の発言においてまとめたもので

ございます。 

 まず１つ目の「各活動主体別の情報連絡体制の

構築」というところで、委員の方々から、ここに

書いてある家族のグループ、特に母親のグループ

というのが非常に継続には必要だという意見を

頂きました。その母親というところにおきまして

は、学校主体というところで、いわゆる学校から

各お子様方にメールを中心とした連絡網がある

ということをお聞きいたしました。 

 そういった意味で、受け身というだけではなく

て発信という、誰が、どの段階で発信して、それ

を流していくかというところ、こういったところ

がこれから具体的に決めていかなければいけな

いのかなと思います。 

 ２番目の「ユニバーサルデザイン導入」につい

ては、先ほどのプールの問題、またトイレの問題

等がございました。 

 それから、３番目の「障がいに理解のあるサー

クル等の区ホームページでの紹介」というところ

で、区のほうで団体のホームページを作成するわ

けではないという前提の下で、いわゆるホームペ

ージというのは、自分から拾いにいかなくてはい

けないところのいう問題を植松委員から頂きま

した。そういった中で、いわゆる障がい者がどの

ように情報収集していくかを意識してホームペ

ージを作るほうがいい。いわゆるホームページの

見せ方といいますか、そういった中で、文字だけ

ではなくて動画で、または手話でということの意

見を頂きました。 

 ４つ目の障がいのある方への移動サポートと

いうところです。ガイドヘルパーの方の問題とか

支援体制についての問題が、ここで挙げられたと

いうことです。 

 皆様方の中でご意見がありましたら頂きたい

と思います。ご質問等がある方。 

＜千ヶ崎委員＞福祉部長の千ヶ崎です。いつもお

世話になっております。 

 今の第４回のときの４番です。資料３の４番の

移動サポート制度を含めて様々ご要望があり、私

のほうで持ち帰らせていただくというご説明を

さしあげたかと思います。職場で、皆でその辺は

議論させていただきました。 

 ここで課題となっていたのが大きく３つあっ

たかと思っていまして、まずガイドヘルパーとか

手話通訳の人材が足りていないよねという話が

ありました。ここについては本当に申し訳ない、

我々がちゃんとそこのところを計画的に育成が

できていない、数が増えていないというところは

確かにあると思います。策を講じていないわけで

はないのですが、いま一つ決定打というか、劇的

に増えるような決定打がないというのが現状で

ございます。 

 ただ、この４月から江北のほうに、すこやかプ

ラザあだちというのができまして、そこで医療と

介護の連携の中で人材育成というセクションを

置こうと思っています。これは福祉に関わる人材

を育成していくという場にしていこうと思って

おりますので、その中でもガイドヘルパー、手話

通訳の方を増やしていく取組というのもそこで

取り上げて、情報発信していくこと。資格は持っ

ているのだけれども、持ったままになっている人

がいたりするので、具体的にこういうことをやっ

てほしいとか、そういったことを具体に話をして

いくとか、そういった取組を少し進めていきたい

なと思っております。 

 それから２つ目、利用の範囲の拡大、時間だと

か内容について、もっと拡大してほしいというご

意見がありました。これもさきの課題の人材が不

足していることにちょっとつながってしまうの

ですけれども、限られた人材の中で優先的に使っ

ていくというところで、手話通訳については、実

際には趣味の範囲には派遣ができないような仕

組みになっていたりということが現状としてあ

ります。ですので、そこのところはセットで考え

ていかなければならないかなと思っております。 

 なお、ガイドヘルパーについては、移動に関し

ては、趣味の分野においてもオーケーになってい

ます。ただ、プレーをするときのサポートという

のですか、そこのところに関しては、あくまでも

ガイドヘルパーなので、そこまでのスキルがなか

ったり、安全性を担保できないという観点からも、

そこについては支援できていないという現状が

あるので、そこのところの職員の説明がちょっと

誤っていたのかもしれないので、そこのところは
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周知徹底していきたいと思います。 

 ここで議論になったのが、先ほど安岡委員が４

点ほど言われていたかと思うのですが、一つ一つ

個別に、どこが課題なんだろうねというのを具体

化していかないと進まないよねという意見に達

しているのです、実は。例えばプレーをする間に

どういうサポートが必要なのかということが

我々はまだ分かっていないところもあります。だ

から危険か危険じゃないかという判断ができて

いない。施設を貸すほうも、やはりそこのところ

がよく分かっていない。課題が何なのかというの

が、よく分かっていないから、そうなってしまっ

ているのかなというところがある。 

 つまり、何が言いたいかというと、様々なスポ

ーツがあって、様々な障がいの方がいて、その中

で困っていることは何ですかというのをちゃん

と吸い上げていく機能というのがないと、この話

は具体的に話していかないと進まないなという

のを、私も安岡委員と同感で、そこのところを強

く感じたところです。 

 ですので、今後はそういう具体の話をもう少し

この場でもできたらいいのかなと思いました。

「プレー中のことは支援できません」で終わるの

ではなく、例えば卓球だったら、ちょっとごめん

なさい、私はそこも分かっていないのですけれど

も、卓球台を組み立てるのができないから、そこ

を何とかしてくれなのか、それはこういう機械が

あればできるなのか、そういった具体なところが

私どもには分かっていない部分があるので、そう

いったところをもう少し踏み込んでいかないと

いけないなという結論にはなりました。 

 すみません、長くなって。以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 ガイドヘルパーというところでの前回具体的

に困っていることにおいては話されたと思って

いるのですけれども、原委員、いかがでしょうか。 

＜原委員＞私のやっておりますスポーツで恐縮

なのですが、今、福祉部長さんがおっしゃるよう

に、卓球台は組み立てなきゃいけないのですね。

一枚板の卓球台なので結構重いのですね。ですか

ら私たちがやるとちょっと危険なので、今はガイ

ドヘルパーさんに無理を言ってお願いしてやっ

てもらっているのですけれども、ガイドヘルパー

さんも私たちのおうちのお迎えから会場まで安

全にお連れするというお仕事がありますので、ま

たさらに会場に着いて、台を組み立て、ネットを

張る。それから打ったボールが落ちたのを私たち

は拾えないので、それを網でガイドさんが拾って

くださっているのですね。それも長い間だと、ガ

イドさんも立っていてお疲れになっちゃうかな

と思っているのと、最後にまた片づけ。ネットを

外したり、台を全部解除して、きちんと倉庫にし

まわなきゃいけない。それも労働なのですね。そ

ういうところのお手伝いをしてくれるサポート

さんがいて、毎回同じ人だったら、少しプレーの

ことも覚えてもらって、アドバイスもしてもらえ

るぐらいの人がいらっしゃったらうれしいなと

思ってチラシなども作っているのですけれども、

なかなか見つかりません。そういう同行以外で、

スポーツの現場でサポートをお願いしたいとい

うところです。 

＜千ヶ崎委員＞福祉部長の千ヶ崎です。ありがと

うございます。 

 自分が現場で見てちゃんと確認しなきゃいけ

ないのですけれども、ごめんなさい。今、話を伺

いまして、なるほどという思いです。それを聞い

たときに、さっき話したとおり、人材が増えてい

ないというのは、こちらのほうでなかなか進んで

いないというのは申し訳ないのですけれども、だ

すると、そこはガイドヘルパーさんじゃない仕組

みを何か新しく考えてもいいのかなと思うわけ

です。なので、そういうことが議論できるように、

ガイドヘルパーでそこを賄おうではなく、障がい

の方をお連れする資格、スキルがある方じゃない

方でも卓球台を組み立てられるというところで

あれば、そういう別の方法を考えてもいいのかな、

ここで議論できるのかなと思いました。ありがと

うございました。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 移動支援の体制づくりという意味においては、

知的障がいにおいて佐藤委員からも前回お話を

いただいたと思うのですけれども、一律 16 時間

とかという話ですけれども、それはいかがでしょ

うか。増やそうとしても、毎回という話もありま

したが。 

＜佐藤委員＞増やそうとしても、毎回という話は

個々に聞いています。ただ、重度寄りの方は行動

援護も利用できたりするので、移動支援をやめて

行動援護にしましたという人もいらっしゃいま

した。 

 サッカー教室さんのような送迎だけで移動支

援を利用できたらという方の場合、教室の時間中

はヘルパーさんが必要ないぐらいの方の場合は、

逆にヘルパーさんも送迎の時間しか仕事時間に

ならないので、より頼みづらいのはあるのかなと

思います。運動をやっている時間中もヘルパーさ

んが必要なぐらい重度の人は、逆にがっつり長時

間見てもらったりするのですけれども。 

 移動支援をどこまで認められているのかとい

うのは、逆に福祉部長にお伺いしたいですけれど

も。 

＜千ヶ崎委員＞福祉部長の千ヶ崎です。 

 どこまでというのは、時間という意味ですか。

内容の話ですか。 

＜佐藤委員＞基本 16 時間で、それ以上もいろい

ろな形で認められている方はいらっしゃると思
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うのですけれども、それが運動に参加するという

目的を持って認められているのかとか、私のほう

では分からないのです。 

＜千ヶ崎委員＞福祉部長の千ヶ崎です。 

 もう一回そこは確認しますが、私の知る限りで

は、スポーツに行く際の移動支援も、移動支援に

は含まれている、内容としてはオーケーと伺って

いるのですけれども、そこはもう一回、後でちゃ

んと確認します。 

＜佐藤委員＞そこで時間を増やしてくれるかど

うかというところで。 

＜千ヶ崎委員＞ちょっと確認します、そこは。す

みません。 

＜盆子原会長＞よろしくお願いいたします。 

 そのほかございますでしょうか。 

＜植松副会長＞聞こえない当事者として、ちょっ

と話はそれちゃうんですけれども、手話通訳が不

足している話について確認したいなと思うので

すけれども。 

 今年、デフリンピックのボランティア募集をし

て、抽せん結果が出たでしょう。申込みが１万

8,900人ぐらい。もともと 3,000人募集なのです。

3,500人受け入れますと東京都のホームページに

載っていました。 

 そのアンケートの中で、手話でコミュニケーシ

ョン可能な人は、自己申告で 1,600 人いるんです

って。結構多いじゃんと思って。資格があるかな

いかというのは関係ないでしょう。自分の意思で

手話のコミュニケーションができる人が 1,600

人。果たして足立区の中からボランティアはどれ

くらい申し込んでいるのかなと思ったのです。不

足しているんじゃなくて、知らないだけかもしれ

ない。足立区で手話ができる人は、もしかしたら

いっぱいいるかもしれない。 

 情報の集め方で、私はお手伝いできますよと。

デフリンピックのボランティアに申し込んだの

に落ちちゃったんですよということを SNS に上

げている人はいっぱいいるんですよ。でも合格し

た人は上げないのです。アピールしないのです。

かわいそうだから。落ちちゃった人は、みんなア

ピールするのです。そういう人たちに案内してあ

げましょうと僕は言ったのです。住んでいる地区

はみんなばらばらなので、たまたま足立区の人は

分からないのですけれども、そういった集め方と

して、足立区のろう者協会のネットワークもあり

ますから、どういうつなげ方が……。 

 あと、ちょっと分かっていないのですけれども、

足立区の小学校、中学校とか、そういうところに

も聞こえない指導者が訪問して、子どもたちに手

話を教えるような体験はあったりするのかな。ち

なみに自分の地元の品川区はあります。やってい

ます。誰が派遣しているかという情報も入ってき

ます。そういうような仕組みはあったりするので、

参考までにお願いします。 

＜盆子原会長＞面白いですね。具体的といいます

か、本当にシステムとしては、あっていいかなと

思います。 

＜加藤委員＞足立区ろう者協会の加藤です。 

 植松さんと同じ、私もボランティア募集に申込

みをしました。結果、私は落選でした。足立区の

ろう協の役員で１人、聞こえる人はいないと聞い

ています。あと、小中学校関連では全くないです

ね、そういう依頼は。小中学校の教員については、

当連盟の上部団体からは、情報が残念ながら、手

話が分からない人がいっぱい入っていると。ボラ

ンティアといっても、看板を持って道案内をした

り、東京の職員もなかなか分かってくれなくて、

世界からたくさんデフアスリートが集まってく

る。11月 15日に始まりますが、アメリカ人に手

話で質問できない。何か聞かれたら何もできない。

それはボランティアと言えるのだろうかという

と、ちょっと心配。 

 そのほかに、東京武道館で空手、柔道を、11 月

17、18日でしたか、やります。まず柔道、その後

に空手の競技をやります。ボランティアはどうな

のか。私からはどうなのかと聞いても、落ちちゃ

ったのでできない。なかなか自主的にはできない。 

 入場券についても、後からホームページに出る

ということになっていますので、デフリンピック

については以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 デフリンピックの機会をうまく、解決策が一歩

前進できるように何かできたならと思います。あ

りがとうございます。 

 そのほかございませんか。 

 

４ アクションプランの「各事業詳細の新規事業」

の設定 

 

＜盆子原会長＞なければ、続いて次第４の「アク

ションプランの「各事業詳細の新規事業」の設定」

について、事務局から説明をお願いいたします。 

＜村本スポーツ振興課長＞それでは、資料４の

「アクションプラン（案）」の 15 ページをお開

きください。 

 二重線の枠で囲んでいる箇所が新規事業の箇

所となります。事業名の「各活動主体間の情報共

有手段の構築と運用」についてですが、こちらは

前回までの資料では「各主体別の情報連絡体制の

構築」としておりましたが、皆様のご意見を頂き

まして、各活動主体間の情報共有が足りていない

ということで、「各活動主体間の情報共有手段の

構築と運用」と事業名を変更いたしました。 

 事業概要としましては、「地域のパラスポーツ

に関する情報を区のホームページに掲載する。掲

載条件などを整備する」といたしました。 
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 続きまして、17ページをお開きください。 

 「既存施設へのユニバーサルデザイン導入」に

ついてですが、前回の委員の皆様のご意見により、

やはり当事者またはそのご家族に直接施設をご

確認いただきまして、改善点をご指摘いただく必

要があると感じました。頂いたご意見については、

すぐに改善できるものばかりではございません

が、年に数回は現地確認していただく機会を設け

たいと考えております。 

 続きまして、19ページになります。 

 「障がいに理解のあるサークル等の区ホームペ

ージでの紹介」についてです。 

 事業概要としては、「一覧の形式で区ホームペ

ージに掲載する。掲載する団体の条件などを整備、

運用する」としました。 

 続いて、23ページをお開きください。 

 「障がいのある方への移動サポート制度の検討」

です。 

 前回の協議会でも委員の皆様からご意見を頂

きましたが、引き続きの検討事項とさせていただ

きたいと考えております。 

 説明は以上になります。 

＜盆子原会長＞ご説明ありがとうございます。 

 それでは、今の説明について、ご意見やご質問

などがございますでしょうか。挙手をお願いいた

します。 

 いかがでしょうか。 

 なければ、学識委員の植松委員、いかがでしょ

うか。 

＜植松副会長＞さっきのお話の繰り返しになっ

ちゃうかもしれないのですけれども、手話通訳の

講習会、硬い感じじゃなくて、難しいのですけれ

ども、サークルって聞こえる人しか行かないんで

すよ。手話サークルって。聞こえない人は行かな

いんです。みんなしゃべっちゃうから。聞こえな

い人が面白くないと言っているんだって、手話サ

ークル。講習会のほうは、しっかりやっているん

だけれども、面白い話がないんだって。難しいよ

ね。どっちがいいんだろうね。その間みたいなも

のが欲しい。僕みたいに、真面目にやるけれども、

ちょっと楽しいこともしゃべるみたいな、そうい

うことを手話でやりたい。そういう講師は結構い

ると思うんですよ。僕は使わないでよ。分かって

います？ 足立区ろう協会のほうに面白いろう

者はいっぱいますから。 

 あと、ろう者の俳優さんもいるんですよ。この

間、品川区でちょっと面白いことをやったんです

けれども、手話狂言。手話狂言って日本手話を使

うんですけれども、デフリンピックを記念して国

際手話を使った手話狂言をやった。見に行ったん

ですよ。面白かった。これは手話の勉強になる。

そこで学びに行って、またそこで楽しいような、

パラスポーツミーティングじゃないけれども、そ

ういったミーティングみたいな会があるといい

のかな。それを柱Ⅲかな、人材育成のところに初

級パラスポーツ指導員養成講習会みたいなもの

をちょっと別で、足立区独特の手話通訳要員を育

てましょうみたいな。例えば先ほど言っていたデ

フリンピックで足立区の武道館でやるのであれ

ば、そこにちょっとカリキュラムを入れて見に行

きましょうとか、こういう場所でずっとやるんじ

ゃなくて、いろいろなところへ行って手話を学び

ながらお互いに教え合う。足立区のいいものはど

んどん使っていきましょうよと思います。僕は体

験型講習会が一番楽しいと思っていますから。 

 以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 いろいろなアイデアがありますね。品川のほう

は非常に先導なさって、いろいろなさっていると

いうところで、足立区も先ほどの手話のいわゆる

人材育成とともに、体験会のイベントといいます

か、そういった企画があれば非常に盛り上がって

いくんじゃないかなと思いますが、そういったと

ころをこちらのほうで……。 

＜加藤委員＞足立区ろう者協会の加藤です。 

 植松さんのおっしゃるとおり、手話を覚えると

いうのはなかなか難しいので、手話サークルと講

習会は別ですね。最近は趣味とか楽しみながらの

勉強というので、手話をきちんと学ぶには講習会、

目的が違います。手話通訳を目指す人、きちんと

コミュニケーションを取れるということですね。 

 あと、こちらと相談して、デフリンピックのこ

とも含めて、足立区の人たちみんながイベントを

するときに、例えば今年９月に、イベントができ

たら積極的に参加してください。デフリンピック

を通じて手話を知ってもらうというような企画

をしています。場所はまだ決まっていませんが、

アトリウムになるか、庁舎ホールになるか、スポ

ーツの担当のところと今話合い中です。皆さん、

そのときはよろしくお願いいたします。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。ご報告い

ただきまして。 

＜藤後副会長＞藤後です。 

 これに関連しまして何点かご意見をお伝えで

きたらと思うのですけれども、今、手話通訳のこ

とが出ましたので、例えば 29 ページの第３章の

「施策展開」というところで、「学校訪問型パラ

スポーツ体験授業」にとても力を入れてくださっ

ていると思うのです、足立区では。ヴェルディさ

んが担ってくださっているのですけれども、例え

ばその授業の最初の導入のところで、少し手話を

導入するというのも一つの方法かと思うのです。

これは内容的にもすばらしい内容で、全校でやっ

てくださっていますので、身体的な動きを伴いな

がら、かつそこに手話を入れていくということが

機会としてできると、実現可能性が高いのではな
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いかと思いました。それが１点目です。 

 ２点目、今度は 19 ページのところですけれど

も、「障がいに理解のあるサークル等の区ホーム

ページでの紹介」、これが新規事業として上がっ

ております。 

 この内容自体は賛同するのですけれども、別件

で区民評価に関わらせていただいている中で、区

民評価というのは事業を検証していくのですが、

多分この内容が上がってきた場合、よく指摘され

ることとしては、「じゃあ誰がホームページを見

るんですか」ということを言われると思うのです。

数としても、ホームページまでアクセスする人数

というのは限られていると思います。 

 この指標の定義に関しましても「ホームページ

に掲載する団体数」になっていますので、きっと

ここで追求されることとしましては、「団体がい

っぱいあったとしても、まず閲覧数を確認しなく

ていいんですか」とか、「検索はどれくらいされ

ているんですか、実際は」というところが、かな

り指摘されると思いますので、もし間に合うので

あれば、もう一工夫するような内容があるといい

のではないかと思いました。 

 最後に、23 ページの先ほどから議論に上がっ

ています「障がいのある方への移動サポート制度

の検討」についてですけれども、すみません、先

ほど意見をお伝えできなかったのですが、１つの

内容として大学生の活用ということが上がって

いると思うのです。これも１つの案だと思ってい

ます。大学生だけではなく中高生も含めての学生

たち、子どもたちをどういうふうにボランティア

として育成していくのか、育てていくのかという

ような視点があるとうれしく思います。「時間が

あるからボランティアしてくれるよね」というよ

うな感じだと、多分なかなか寄ってこないですけ

れども、彼らを育てていくというか、彼らにとっ

てのある意味楽しみといとうのは、いろいろな人

との出会いであったり、自分たちのことに関心を

持ってもらえるというのも前提として必要とな

ってくると思うのです。ですので、学生ボランテ

ィアが障がいのある方に対して興味を持って一

緒に活動していくという前に、地域の方々も学生

や子どもたちに関心を持っていただく。そして自

分たちが安心できる関係が築けた上で、多分ボラ

ンティアというのは継続できると思いますので、

ボランティアを育てていくような視点を入れて

いただけるとうれしく思いました。 

 以上です。 

＜安岡副会長＞様々なご意見が出ている中です

が、議論が、例えば聴覚障がいのある人であれば

手話みたいな感じで固定されているような気が

したので、ちょっと発言させていただきます。 

 私どもの競技団体の中に、今回のデフリンピッ

クに出場される競技団体の方たちがいらっしゃ

るのですけれども、私たちが彼らに情報発信する

ときに「ああ、そうなんだ」と私は個人的に思っ

たのは、手話が理解できない聾の方がいらっしゃ

るということを初めて知ったのですよね。文字な

ら理解できるかというと、文字もあまり得意じゃ

ない方もいる。それが重複されている方もいる。

だから、聾の方だから手話でコミュニケーション

を取ればいいとかということではなくて、その人

がどういう方で、どういうふうにコミュニケーシ

ョンを取ればいいのか。それは別に聾の方だけじ

ゃなくて、身体に障がいのある人たちも、視覚に

障がいのある人たちも、それぞれの障がいは様々

なので、そこに臨機応変に「じゃあ、こういうふ

うにやってみたら？」「じゃあ、こういうふうに

やってみたら？」という引き出しの多い若い世代

の人たちをつくっていくということが根底にあ

ってくれるといいなと感じました。 

 なので、さっきのサークルの話とかも大賛成な

のですけれども、「手話」とか「何とか」って固

定しないで、例えばこういう人たちがいるかもし

れない。考え方としては、そのときに自分が使え

るツールを使えばいいわけで、デフリンピックの

ときに国際手話が分からない人たちがいて、どう

やってコミュニケーションを取るんだといえば、

例えば Google 翻訳を使って直接文字でやり取り

するという方法もあるかもしれないし、そういう

アイデアがたくさん出てくる人たちを育ててい

くという視点で活動していかれると、もっと広が

るかなと思いました。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 非常に多くのご意見を頂きました。修正案を後

日つくっていきたいと思っております。私にご一

任いただきまして、事務局と調節させていただき、

次回の協議会で皆様に再度お伝えしたいと思っ

ております。 

 それでは、今回の協議で当初予定いたしました

アクションプランの協議事項は全て終了いたし

ます。ですが、今まで部分的な協議でありました

が、全体を通して矛盾がないかというところ、ま

た追加項目もございましたので、それらについて、

もう一度必要な項目を入れて皆様に提示したい

と思っております。 

 

５ その他 

 

＜盆子原会長＞続いて、次第５の「その他」の直

近の開催予定のイベント紹介を事務局から説明

いただきたいと思います。 

＜村本スポーツ振興課長＞直近のお知らせには

なってしまうのですけれども、イベント紹介をさ

せていただきたいと思います。 

 まずは３月 30 日、今週の日曜日になりますけ

れども、第 18 回全国スペシャルトランポリン交
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流大会が開催されます。こちらは知的障がい者と

身体障がい者によるトランポリンの全国大会で

あります。午前 10 時から午後４時半まで総合ス

ポーツセンターで開催いたします。公益財団法人

日本体操協会と区が主催の事業となります。また、

NPO法人つばさの会のご協力で実施させていただ

きます。見学は自由となっておりますので、ぜひ

ご来場いただければと思います。 

 つばさの会の齋藤委員、補足説明がありました

らお願いいたします。 

＜齋藤委員＞つばさの会の齋藤です。 

 明日と明後日の２日間でトランポリンの全国

大会をやります。これからのパラスポーツのこと

を考えていくと、ちょっと参考になるかなと思う

ので、ちょっと内容を説明させていただきます。 

 トランポリンは 10 種目を演技と難しい技で競

うのですが、障がい者の場合は、10種目を自分で

覚えてできる方たちをＡクラス、ちょっと難しい

かなと思う人たちをＢクラス、声をかけたり、模

倣したりしていいということをつくっています。

声をかけても何をしてもまだできない人たちの

場合は５種目、そういう設定をしています。５種

目ができない人の場合は演技発表。例えば脳性麻

痺の子たちは、ボールを使って、こういうふだん

の練習をしていますよということを演技発表し

てもらったりしています。Ａクラス以上の場合、

例えば知的障がいの軽度の子たちは、長くやって

いると結構回転までできるのですね。その人たち

はＳクラス。それからイギリスにスペシャルのト

ランポリンの大会があるので、そこの大会を目指

して SS クラスというのもつくっています。イギ

リスのスペシャルの規定があります。その規定が

できないとちょっと難しいので、なかなかレベル

は高いのですが、全国スペシャル自体は誰もが参

加できるように内容を検討してやっていること

が事実です。以上です。 

 よろしかったら、ぜひ見に来てください。 

＜村本スポーツ振興課長＞ありがとうございま

す。 

 続きまして、スペシャルクライフコートフェス

ティバルについてです。 

 ４月 29 日、祝日に総合スポーツセンターで開

催いたします。チラシはまだできておりませんけ

れども、多くのパラアスリートをお招きしまして、

体験会ですとかステージでのトークショー、そう

いったものを開催いたします。なお、本日、ホー

ムページに情報をアップいたしましたので、ぜひ

ご覧いただければと思います。 

 また、チラシが完成しましたら皆様にお配りさ

せていただきますので、ぜひイベント参加の呼び

かけにご協力をいただければと思いますので、よ

ろしくお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

＜盆子原会長＞ご説明いただきましてありがと

うございました。 

 本日の協議事項は以上となります。事務局に司

会を戻します。 

 

６ 次回日程について 

 

＜村本スポーツ振興課長＞長時間のご審議あり

がとうございました。 

 次回の日程についてですが、まだ決まっており

ません。決まり次第ご連絡をさせていただきます。 

 また、１か月前には開催の通知と、２週間前に

は会議資料を送付させていただきます。お忙しい

ところ恐縮ではございますが、次回のご出席もよ

ろしくお願いいたします。 

 最後に事務連絡を２点させていただきます。 

 １点目ですけれども、会議の冒頭でご説明いた

しました、事前に第４回の議事録をお送りさせて

いただいております。ご自身の発言をいま一度お

読みいただきまして、内容について修正の必要が

ある場合などがございましたら事務局までお申

し出をいただければと思います。 

 ２点目でございます。お車でお越しの方につき

ましては無料の駐車券をお渡しいたしますので、

出口の係員までお声がけをよろしくお願いいた

します。 

 それでは、以上もちまして本日の推進協議会は

終了いたします。誠にありがとうございました。 

 お忘れ物をなさいませんよう、お気をつけてお

帰りいただければと思います。長時間ありがとう

ございました。 

 


